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野村ダムの治水容量について 
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【条件】  
平成30年7月豪雨に対し、現在の操作ルールで野村ダムの最大放流量を1,000m3/s以下にするために必要な治水容量 

野村ダムの容量配分図 

最大放流量1,000m3/s以下に 
必要な治水容量 

・約1,600万m3必要 
 （野村ダムの治水容量(350万m3)と利水容
量 920万m3)を加えた、1,270万m3よりも遙
かに大きな容量が必要） 
・放流能力増強のための施設改造が必要。 

1,270万m3 

治水容量 
(350万m3) 

 

利水容量 
(920万m3) 



※本資料の数値等について、直轄区間の浸水範囲は国土交通省調査であり、数
値は速報値であることから、今後修正する可能性があります。

凡 例

浸水範囲

大臣管理区間

※浸水範囲には、洪水による浸水と内水
による浸水範囲が含まれています。

※この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の２．５万分の１地形図を複製した物である。（承認番号平29四複、第77号）

肱川洪水予測システムによる想定氾濫図の情報提供 
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■肱川洪水予測システムによる想定氾濫図は、時事刻々と変化する予測結果に対して算出されるため、浸水範囲が実際よりも過小となる可能性が 
 あり、情報提供された想定氾濫図で浸水しない地区においては、住民が避難しない危険性がある。 
 

肱川洪水予測システムによる想定氾濫図 
【平成30年7月豪雨時：7月6日17時30分時点予測】 
 大洲第二地点 予測最高水位：6.63m（7月7日19時30分） 

平成30年7月豪雨の浸水実績 

【平成30年7月豪雨時：実績】 
 大洲第二地点 最高水位：8.11m（7月7日12時20分） 
 

 実績よりも浸水範囲が狭い 
 （避難しない危険性） 

※想定氾濫図は管理者が浸水範囲を確認 



肱川洪水予測システム 氾濫図描画 

降雨予測 

河川への 
流入量を予測 

下流基準点の流量
予測から 

水位を予測 

ピーク水位に 
おける 

想定氾濫範囲 

ダムへの流入量・ 
放流量を予測 

水位 

時間 

ピーク水位 

大洲第二地点 

【参考】肱川洪水予測の概要 
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■肱川洪水予測は、洪水中の降雨予測を基に、ダムへの流入量・放流量を予測し、河道流量予測から水位を予測。 
■肱川洪水予測システムで予測されたピーク水位から氾濫図を描画。（浸水面積・浸水戸数） 

【課題】 
 予測精度の課題として、浸水区域が過大・過小となる場合がある。 
 公表している浸水想定区域図よりも小さな浸水区域を示すこととなる。 
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7月7日

最大ダム放流量 1,797m3/s

最大流入量 1,942m3/s

1,000m3/s以上放流開始遅延効果ΔT ：約40分

流下量の低減効果ΔQp ：145m3/s

300m3/s以上放流開始遅延効果ΔT ：約4時間

 

 

 

 

 

     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

鹿野川ダム 

野村ダム 

大洲第二水位観測所 

○平成30年7月豪雨により、野村ダム上流域で421mm/2日（時間最大雨量53mm）、鹿野川ダム上流域で380mm/2日（時間最大雨量47mm）
の降雨を記録。 

○野村ダムでは、下流の無堤地区である菅田地区が浸水を開始するダム換算放流量である300m3/s以上の放流開始を約4時間遅らせた。 
 また、ダム直下の河道流下能力を超える放流量である1,000m3/sの放流開始を約40分遅らせた。 
○鹿野川ダムでは、下流の無堤地区である菅田地区が浸水を開始するダム換算放流量である600m3/s以上の放流開始を約4時間遅らせた。 
 また、ダム直下の河道流下能力を超える放流量である2,300m3/sの放流開始を約40分遅らせた。 
○大洲第二水位観測所では、氾濫危険水位5.80mの到達時間を約1時間遅らせ、氾濫危険水位超過の終了時間を約40分短縮した。 

 

野村ダムの洪水貯留状況 

肱川流域位置図   
 

  

  
鹿野川ダムの洪水貯留状況 

野村ダム・鹿野川ダムにおける平成30年7月豪雨時のダムあり・なしの比較 
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氾濫危険水位 5.80m

大洲第二水位観測所（肱川橋）地点の水位

野村ダム・鹿野川ダムが無い場合の水位 H=8.88m
約80cm

今回の実績最高水位 H=8.11m

氾濫危険水位超過時間短縮効果ΔT ：約1時間

氾濫危険水位超過時間短縮効果ΔT ：約40分 
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流下量の低減効果ΔQp ：58m3/s

2,300m3/s以上放流開始遅延効果ΔT ：約40分

600m3/s以上放流開始遅延効果ΔT ：約4時間

最大流入量3,800m3/s

最大ダム放流量3,742m3/s

7月7日 4 


